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               審   査   の   要   旨 
 
本研究は、関東山地に分布する秩父帯ジュラ紀付加体コンプレックの精密な野外調査と、そこ
から採集された岩石試料の入念な室内作業によって得られた学術的に貴重な成果に基づいてい
る。本研究で得られた注目すべき成果として、中生代のLIPsの活動を解明するため柏木、三宝山
ユニット及び御荷鉾緑色岩類の玄武岩の起源と噴出年代を明らかにしたこと、石炭– ペルム系の
叶山石灰岩に含まれる石灰藻の分類同定し古生物地理区を明らかにしたこと、そしてこれらをも
とに中・古生代のパンサラッサ海の海山・海台の古地理を復元したことがあげられる。これらの
成果は、従来の研究で充分吟味されずにきた点であり、画期的な内容といえる。とりわけ、三宝
山ユニットと柏木ユニットの側方連続性について、従来の見解とは異なる新たな見解を示したこ
とは特筆に値する。また、近年の研究でありがちな十分な地質調査なしの岩石試料の採集を回避
し、まずは自身で地質図を作成し、その調査結果をもとに岩石採集を行い地質調査の重要性を強
調したことは高く評価できる。このような研究に対する姿勢は、今後の研究発展に期待が持てる
ものである。 
 
 
令和２年１月１０日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもとに論文の審査及
び最終試験を行い、本論文について著者に説明を求め、関連事項について質疑応答を行った。そ
の結果、審査委員全員によって合格と判定された。 
よって、著者は博士（理学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものとして認める。 
 
 
